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支部だより創刊に向けてのご挨拶

（一社）建設コンサルタンツ協会　四四国国支支部部部部支支支部部部四国支四協会ンツ協ルタンサルコンサ建設コ社）建一社（

支部長部長支支部 末末澤澤　等等等等末末澤澤 等澤末

建設コンサルタンツ協会四国支部は昭和60年

4月に中四国支部から分離独立し、本年で創立33

年を迎えました。会員数は創立時の35社から現

在51社に増えており、先ずは順調に発展してお

ります。これもひとえに諸先輩の皆様の大変な

ご苦労と会員各位のたゆまぬ努力、そして我々

建設コンサルタントを育成し、活用いただきま

した関係諸機関の皆様の温かいご指導とご支援

の賜物と、心より感謝を申し上げます。

四国支部は、お客様との意見交換会をはじめ、

会員各社の技術力向上や品質確保等に向けた講

習会の開催など、様々な活動に取り組んでまい

りました。その活動の成果は、社会資本整備の

支援等を通じ、地域の発展貢献の一助となって

いることと確信しております。

一方で、国民の皆様方に対する建設コンサル

タント業の知名度は未だに、高くありません。

そのうえ、近年、少子高齢化による担い手不足

の問題が顕在化しており、建設コンサルタント

業界が、次代を担う若い人たちにとって魅力あ

る業界であることを認識していただくことが急

務となっております。

　四国支部では、この課題を打破する一つの取

り組みとして、平成29年9月に支部の若手技術者

自らの発案で「若手の会」を設置し、業界ムー

ブメントを起こし、魅力ある建設コンサルタン

ト業界に変革すべく活動を開始しており、今後

の活躍を期待しているところであります。

　このたび創刊する「支部だより」は、業界を

取り巻く諸課題に対する支部の取り組みとして、

技術講習会や各種セミナー、「若手の会」の活動

状況、支部のトピックスなど一年間の支部活動

をわかり易くとりまとめ、定期的に多くの方々

に見て頂き、建設コンサルタント業界に対する

ご理解を賜るために、支部企画部会のもとで発

刊することとしました。

　皆様方には、「支部だより」を通じて、建設コ

ンサルタンツ協会四国支部が何を目指して何処

へ向かっていこうとしているかを、少しでもご

理解頂きますとともに、末永くご愛顧のほど、

よろしくお願いいたします。
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祝　辞

四国地方整備局長局長備局方整備地方四国地四

平平井井　秀輝輝秀平平井井 秀輝井　平

　この度は、一般社団法人建設コンサルタンツ協タンツコンサ法人建一般社の度は
会四国支部創立30周年に合わせた「四国支部だよだよ支部だ四国支た「四わせたに合わ周年に立30周部創立国支部会四国会
り」創刊号の発刊、心からお祝い申し上げます。
四国地方のこの30年間を振り返りますと、関係
の皆様のご尽力により、本四3架橋の完成、四国
8の字ネットワークの整備進展、南海トラフ巨大
地震や豪雨に備えた対策など、安全・安心の向上
とともに、四国の交流を支える社会資本の整備が
着実に進んできております。これら事業の推進に
あたっては、皆様方の多大なるご支援、ご協力の
お陰であり、厚く御礼申し上げますとともに、今
後ともご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

いま我が国は本格的な超高齢化社会に突入し、
全ての産業で担い手の育成・確保に向けた「働
き方改革」の取組みが始まっています。四国地方
整備局では「地域の守り手」である建設業界の
持続的な発展を目指すなか「働き方改革」とし
て、若手をはじめとした「人材育成」、社会保険
の加入や週休2日の確保などの「処遇改善」、ICT
の全面的活用を含むi-Constructionによる「生産
性向上」の3本柱で取組みを展開しております。
なかでも建設生産システムの「最上流」にあ
る測量・設計業務における3次元データの活用
は、その後の施工や管理分野への展開の基礎と
なる極めて重要な技術であります。平成29年、
「四国ICT施工活用促進部会」を立ち上げ建設
生産システムの各ステージを担う業界団体や、

国、県等との連携を深めるとともに、自治体のの自治ととも深めの連県等
枠を越えた連携にも取り組んでいます。すいますんでい組ん取りにも連携えた連を越え枠を
　また、CIMの普及についても貴協会と連携し
ながら更なる促進を図りたいと考えております
し、コンサルタント業界のワークライフバラン
スの取組みを加速させるためにウィークリース
タンスや業務工期の平準化についても更なる取
組みを強化してまいります。

　「働き方改革」は、ともすると「働きやすさ」
に向かいがちですが、本来「働きがい改革」が
重要であると考えております。
　貴協会におかれましては四国支部創立30周年
を迎えられ、おりしも平成30年は、香川県議で
あった大久保諶之丞氏が約130年前に描いた本
四架橋という「夢」を実現させた瀬戸大橋が開
通して30周年にあたります。
　その記念すべき年に私たちは「働きがい改革」
の実現を目指して、貴協会に平成29年新たに発
足した「若手の会」等との技術交流を深めるとと
もに、ICTの導入やAI等の新しい技術の活用に
取り組むなど、将来への希望の「扉」を押し開け
る、新たな「夢」をもち、「働きがい」が感じら
れる魅力のあるコンサルタント業界を目指して、
力強く歩みを進めるべきではないでしょうか。
結びに、創刊号発刊にあたり、貴協会の益々
のご発展と会員各位のご健勝を心より祈念いた
しまして、お祝いの言葉とさせて頂きます。
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祝　辞

徳島県　県土整備部長長備部長整備県土整県島県徳島徳

瀬尾　守守守守尾瀬 守瀬尾

建設コンサルタンツ協会会報誌「四国支部だ部だ「四国会報ンツ協ンサル建設

」 創刊 慶 申より」が創刊されましたことを心からお慶び申び申お慶びからお心かとをたこましたされま創刊さが創より」よ

し上げます。

貴協会四国支部におかれましては、本県の社

会資本整備における調査、計画、設計などの業

務分野における事業執行の支援など、社会資本

整備の着実な推進に多大な尽力をいただいてお

ります。

また、若手技術者の技術力向上のための技術

講習会や環境学習などの社会貢献活動、さらに

本県の技術系職員の研修において、毎年講師を

派遣していただくなど、これまでの貴協会のご

努力とご尽力に対し、深く敬意と感謝の意を表

する次第であります。

さて、近年は頻発する自然災害への対応が喫

緊の課題となっており、昭和南海地震から70年と

いう防災メモリアルイヤーの中で発生した平成28

年の熊本地震や平成29年の九州北部豪雨による

甚大な被害は記憶に新しいところであります。

本県におきましても、向こう30年間の発生確

率が70％以上と切迫する南海トラフ巨大地震を

はじめ、台風やゲリラ豪雨による水害や土砂災

害など、自然災害を迎え撃つ「県土強靱化」に

県を挙げて取り組んでおります。

また、中央構造線・活断層帯を震源とする直

下型地震についても、平成29年3月に最大震度7

となる予測と、さらに7月には被害想定を公表し公表し害想定月にはさらに予測とな

、対策 更 充実 強化たところであり、対策の更なる充実・強化が急急化が急強化充実なる充の更な策の対あり、ろであところたと

務となっております。

　このような状況の中、建設コンサルタントの

皆様の高度な技術力は、県民の安全・安心を確

保するための「防災・減災対策」を進める上で、

無くてはならないものであり、皆様のお力添え

のもと、まさに「二人三脚」で、諸課題の解決

に取り組んで参りたいと考えております。

　そのためにも、県内で頑張っていただいてい

る皆様が活躍できる場をしっかりと確保・提供

することが重要であり、本県では、「公共事業の

9割以上」を県内企業に優先発注するとともに、

皆様が働く業界が、若者や女性に魅力を感じて

いただけるよう「ICTの活用」や「ウィークリー

スタンスの試行」による「生産性向上」や「ワー

クライフバランス」など、働き方改革につなが

る施策にも積極的に取り組んで参りますので、

皆様におかれましては、「専門技術の向上や伝

承」、また「技術系人材の育成」などに一層ご尽

力をいただき、本県の更なる発展のため、ご支

援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びといたしまして、貴協会のさらなるご発

展と、会員の皆様方のますますのご健勝、ご活

躍を心より祈念申し上げ、お祝いの言葉といた

します。
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祝　辞

　一般社団法人建設コンサルタンツ協会四国支会四国ンツンサ人建設般社団

部 「四国支部 創刊号」 発刊部が「四国支部だより　創刊号」を発刊されまれま刊されを発刊号」を刊号創より部だよ国支部「四国部が部

したことを心からお慶びいたします。

　四国支部におかれましては、末澤支部長はじ

め役員、会員各位のご尽力により、国土の利用

や社会資本整備の根本となる測量や設計・調査

業務を通じて、産業の発展や国民生活の向上に

大いに貢献されますとともに、本県及び四国地

方の土木行政の推進に格別のご理解とご協力を

賜り、心から深く敬意と感謝の意を表します。

　さて、現在我が国は本格的な人口減少社会が

到来し、生産年齢人口の減少や地域活力の低下

など、様々な弊害が懸念されています。

　このようななか、香川県では、新たな香川づ

くりの指針である「新・せとうち田園都市創造

計画」を策定し、「せとうち田園都市の新たな創

造」を基本目標に掲げ、「成長する香川」、「信

頼・安心の香川」、「笑顔で暮らせる香川」の三

つの基本方針のもと、人口減少の克服や地域活

力の向上につながる効果的な施策に重点的に取

り組み、人口の社会増を伴う、魅力ある瀬戸内

香川の生活圏域づくりをめざしています。

　土木部におきましては、「成長する香川」とし

て、高松空港と高松西インターチェンジを結ぶ

空港連絡道路について、中間工区の平成29年度

の供用開始に向けて整備を進めるほか、高松港港か、高進める整備に向供用開

朝 区 国際物流 機能強化 図朝日地区の国際物流ターミナルの機能強化を図図化を図能強化の機能ナ のーミナ流タ物流国際区の国日地区朝日

るなど、幹線道路や港湾の整備を推進していま

す。

　また、「信頼・安心の香川」として、「香川県

地震・津波対策海岸堤防等整備計画」に基づく

地震・津波対策をはじめ、公共土木施設や民間

住宅の耐震対策、治水・利水機能を有する椛川

ダムの建設や河川・砂防施設等の整備などの防

災・減災対策を進めるとともに、通学路をはじ

めとする交通安全対策、公共土木施設の長寿命

化計画に基づく補修や更新等に計画的に取り組

んでいます。

　四国支部の皆様方におかれましては、公共事

業の円滑かつ効率的な執行に当たり極めて重要

な役割を担っていただいており、今後とも、我々

発注者の技術的パートナーとして、技術の向上

や人材の育成に努められますとともに、建設コ

ンサルタント業界の一層の発展のために御尽力

され、四国における社会資本整備にご理解とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、建設コンサルタンツ協会四国支部の

ますますのご発展と、皆様方のご健勝、ご活躍

を祈念しまして、お祝いの言葉といたします。

香川県　土木部長部長木部土木県香川県香

葛葛西西　剛剛葛葛西西 剛西　葛
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祝　辞

建設コンサルタント四国支部におかれましてしておかれ支部ント四ンサル建設

、昭和 年 設 以来、高度 技術力 活は、昭和60年の設立以来、高度な技術力を活か活か力を活技術力度な技高度来、高立以来の設立60年の昭和6は 昭は

し、四国の良質な社会資本整備に積極的に取り

組んでいただくとともに、日頃から本県の土木

行政をはじめ、県政の各般にわたり、格別のご

理解とご協力を賜っておりますことを心より感

謝を申し上げます。

また、このたび「四国支部だより」が創刊さ

れますことをお喜び申し上げ上げます。

四国地方では、全国と比べ遅れている社会資

本整備の推進に加え、今後30年以内に70パーセ

ント程度の確率で発生するといわれている南海

トラフ地震への備えや頻発化・激甚化する集中

豪雨による洪水や土砂災害などの大規模災害へ

の対応、高度経済成長期に整備された社会資本

の老朽化対策、更には、深刻化する建設業界の

担い手不足など、解決すべき課題が数多くあり

ます。

このようななか、愛媛県では大規模災害等の

発生に備えた「防災・減災対策」を県政の最重

要課題の一つとして位置づけ、地域住民の避難

や緊急物資の輸送等に大きな役割を果たす緊急

避難道路の整備や橋梁の耐震補強、豪雨災害に

備えた河川堤防の緊急的な改築や、海岸保全施

設の改良などのハード整備を重点的に進めると

ともに、土砂災害警戒区域指定のための基礎調

査や豪雨災害からの“逃げ遅れゼロ”を目指し目指しゼロ”逃げ遅らの雨災害査や

県内 市町 連携 減災対策協議会 設県内全市町と連携した減災対策協議会の設立なな設立な会の設協議会対策協減災対た減携しと連携市町内全市県内

ど、ソフト対策についても全力で取り組んでい

るところです。

　一方、全国同様に進んでいる公共土木施設の

老朽化について、維持管理・更新に係るコスト

縮減や平準化を推進するため、土木施設の長寿

命化計画を策定し、今後、確実にフォローアッ

プを行いながら対応を進めてまいります。

　また、少子高齢化が進み建設業の担い手確保

が不足する中、関係機関と連携し積極的な建設

業の魅力発信に努めるとともに、ICTの活用な

ど新たな技術の導入による生産性の向上などに

も取り組んでおります。

　コンサルタント業務につきましては、これら

取組みの最上流部に位置し、成果の品質が後世

に残る社会資本の良否に直結する非常に重要な

業務であります。今後とも、貴支部におかれて

は、更なる技術力の研鑽・向上により、県民の

安全・安心の確保やより快適な暮らしを創世す

るためご協力いただくようお願いいたします。

　結びに、四国地方の発展のため、今後とも、

ますますご活躍されますことを祈念いたしまし

て、「四国支部だより」の創刊に当たり祝辞とさ

せていただきます。

愛媛県　土木部長長木部長土木県 土媛県愛媛

樋口　志志朗朗朗朗志志樋口 志朗口　樋
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祝　辞

　一般社団法人建設コンサルタンツ協会四国支会四国ンツンサ人建設般社団

部 、昭和 年 創 周年 迎部が、昭和60年の創立から30周年を迎えられたれたえられを迎え年を30周から創立年の創和60年昭和部が、部

ことを機に、このたび、「四国支部だより」が創

刊されることとなりましたことを心からお慶び

申し上げます。

　また、四国支部会員の皆様には、道路・河川・

港湾・鉄道をはじめ、上下水道・電気・通信・

ガスなど、県民の安全・安心や経済と生活を支

える社会資本整備の推進に当たり、企画・調査・

設計から工事管理や維持管理までの大変幅広い

分野と工事の施工・管理の過程においてご支援

を賜っており、これまでの長年にわたる取組み

に心から敬意を表しますとともに、感謝を申し

上げます。

　さて、高知県では、県政の浮揚を図り、将来

に希望の持てる県づくりに向けて、県経済の活

性化や南海トラフ地震対策の抜本強化・加速化、

社会資本の充実と有効活用など、五つの基本政

策に基づいた各施策の推進に全力で取り組んで

おります。

　特に、県勢浮揚を図るための観光振興、地場

産業振興をはじめとする地域経済の活性化や近

い将来に高い確率で発生することが予想されて

いる南海トラフ地震対策への取組みなど、県政

課題の解決に向けた取組みにおいて、社会資本

整備の推進は必要不可欠であり、中山間地域をを山間地あり、不可欠は必備の推

中 域 発展 支 道路ネ中心とした地域の発展を支える道路ネットワートワーネ ト道路ネえる道支え発展をの発地域した地心と中心

クの整備、そして県民の命を守るための耐震改

修や河川・海岸堤防等の早期整備が求められて

おります。

　こうした社会資本の整備にあたっては、多角

的な視点から事業効果を検討し、戦略的に進め

ていくことを目的に、その整備計画などに関す

る情報を全庁的に共有し、部局横断的に検討す

ることで、プライオリティーを明確にした事業

の推進と進捗管理を行っていくこととしており

ます。

　高い技術力と経営力を有する会員の皆様にお

かれましては、こうした取組みに御理解をいた

だきますとともに、引き続き、ご支援・ご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

　最後に、「四国支部だより」の創刊により、四

国支部や会員の皆様のさまざまな活動記録をは

じめ、業界の抱える課題や最先端技術に関する

情報について、会員間での共有が図られ、さら

には広報誌として対外的にも建設コンサルタン

ト業界の健全な発展に資する協会誌となります

ことをご期待申し上げますとともに、会員の皆

様のご健勝、ご活躍を心から祈念申し上げまし

て、お祝いの言葉といたします。

高知県　土木部長部長木部土木県高知県高

福福田　敬大大敬福福田 敬大田　福

JCCAしこく／Vol.01



祝　辞

「四国支部だより」創刊号発刊、誠におめでとでと誠にお号発刊」創部だ「四

う す。四国支部 皆様うございます。四国支部の皆様におかれましてしてれましおかれ様にお皆様部の皆国支部四国ますざいまうござう

は、日頃より（一社）建設コンサルタンツ協会

の活動にご協力・ご支援を頂き、感謝申し上げ

ます。平成28年は、34回目の四国地方整備局及

び公共団体とのブロック意見交換会の当日（8月

24日）に30周年の記念式典を設定されるなど、

本部関係者の参加にご配慮頂き、ありがとうご

ざいました。あわせて御礼申し上げます。

四国支部は、昭和43年に中国四国地区協議会

としてスタートし、昭和45年に中国四国支部の

設立後、昭和60年に分離独立。平成27年に創立

30周年を迎え、翌28年に記念祝賀会を開催され

ました。会員数は創立当時の35社から現在では

51社になったとお聞きしています。今後いっそ

うのご活躍を期待しております。

協会では、各支部における社会貢献活動や社

会資本整備の理解につながる活動等について、

支部助成金等の支援を行っています。四国支部

では、平成18年度から平成28年度にわたり、児

童・学生・市民の方を対象に、環境問題等に建

設コンサルタントが重要な役割を担っているこ

との周知や自然再生等に関する知識の習得など

を目的に、四国4県で環境学習会を開催していまていまを開催境学習4県でに、四を目

す。平成 年度 環境学習 通 学校教育等す。平成29年度も環境学習を通じた学校教育等等教育等学校教じた学を通じ学習を環境学も環年度成29年平成す

への支援活動を行うことが計画され助成金の対

象となっています。効果のある息の長い活動が

続いています。

　平成30年から年1回発刊される「四国支部だよ

り」を通じて、支部で行っている諸活動や建設

コンサルタントの役割について、不特定多数の

皆様や支部会員の皆様に定期的に情報提供を行

うことは、公共事業及び建設コンサルタントの

理解につながる意義のある大切な広報活動です。

よく言われることですが、「伝える」と「伝わ

る」には大きな相違があります。単なる情報提

供（伝える）だけではなく、どのように「伝わっ

ているか」を確認し、次に活かすことも大事な

広報活動です。宜しくお願いします。

　30周年を記念し「四国支部だより」発刊を企

画された皆様、継続的に発刊を担当する皆様の

ご努力に敬意を表するとともに、今後の四国支

部のご発展と「四国支部だより」の充実を祈念

して、お祝いの言葉とさせていただきます。

（一社）建設コンサルタンツ協会会協会ンツルタンサル設コン建設社）建（ 社

会長長会会長 村田　和和夫夫夫夫和和村田 和夫田　村
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県部会

総務部会

四 国 支 部
組 織 図

四国支部総会

役員会

・ 支部長
・ 副支部長
・ 理事
・ 監事

諮問委員会

事務局

・ 社会貢献活動
委員会
・ 災害対策
委員会
・ 若手の会

対外活動部会

・ 対外活動
委員会

企画部会

・ 広報委員会

技術部会

・ 設計成果品質
向上委員会

資格・情報部会

・ ICT専門
委員会

　よよよよりり安全・安 、 高品質な四国の社社社会会会会基盤整備を目指 てててて、　よよよよよよよよよよよ 安全全全全全全全全全・安心心ででで、かかかかかかかかかかかつつつつつつつつつつ高品質な四国の 基盤整備 目指しししししししししししててててててててててて
技術力力の向向上上上上に取組 ま 。国土土土交通省がががが平平平平成28年年年をを生産性革命命命向上上上上上上上上上上ににににに取組んんんんんんんんんんんででででででいいいますすすすすすす。国土土土土土土交通省 成28 生産性革革革
元年年年とととししししてててて推進 る「i- onstructionななどどどの生産性革命ププププロロロジジジジェて推進しししししししししししてててててててててていいいるる「i-CCCCCCCCCCConstruてててててて
ククククトトトト20」等等等等に 、最新技術やややや情報を収集しししし、良きパパパパートトトトナナナナーととと等ににににににつつつつつつつついいいててててててててててももももももももも、最新技術
ししししてててて活躍できるる う、日 、研鑽を重ねてててていいますすす。きるよよよよよよよよよよよう、日々々々々々々々々々々、

私達の組織は以下のとおりです。
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事
務
局

県
部
会

・ 建設コンサルタント業に関する情報の収集、資料の作成及び連絡・配布

・  地方公共団体との意見交換会の実施

・ 四国支部及び関連団体との協力、連携に関する活動

・ 社会貢献活動の計画・実施

・ 災害対策現地班の活動支援

徳島：地球温暖化と災害と建設コンサルタントの役割

愛媛：重信川緑地公園昆虫教室

香川：ごみの分別と資源の再利用

高知：遊ぼう「アジロ山」自然体験学習

・ 支部の運営全般

・ 本部及び他協会関連の説明
会の開催

・ 防災演習及び災害時の対応

・ 関係発注機関及び関連団体
主催の行事・講習会等を周知

・ 会員名簿の作成

・ 関係発注機関への講師派遣

・ 会員相互の親睦を図る

JCCAしこく／Vol.01　



・ 支部活動の広報企画と実施
支部ホームページの作成と運営
支部広報誌［JCCAしこく］の編集

・ 新規施策の企画と
実施

・ リクルート活動用の
資料作成

対
外
活
動
部
会

・ 支部の組織・運営

・ 協会本部運営の実施

・ 社会資本整備に関わる活動支援

・ 社会貢献活動の実施

・ 災害時における支援の実施

・ 組織の充実と活動強化の実施

・ 関係発注機関への要望と提案

・ 協会本部との連携活動

・ 関連団体との協力、連携の実施

・ 報酬・積算体系に関すること

・ 地域コンサルタントに関すること

総
務
部
会

企
画
部
会

創立30周年のあゆみ

一般社団法人　建設コンサルタンツ協会　四国支部

30th30thttttttttthththhhhhhhhhhh
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・ 会員の技術力向上  
技術講習会の実施  
現場見学会の実施

・ 成果品の品質確保  
マネジメント・品質セミナー
実施  
設計成果の品質向上に関する
勉強会の実施

・ RCCM資格に関すること  
RCCM資格試験の実施

・ CPDの企画及び実施

・ 情報技術及び業務の情報化に
関すること

・ ICTの普及

・ CPDの企画及び実施

技
術
部
会

資
格
・
情
報
部
会
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1．はじめに
川川の別名「四国三郎」は、日日本三大暴れ川の一つとしてしてて、毎、毎毎年の年の年 よううに北に北北からから南の南の山裾裾裾裾裾まま吉吉吉吉野野野野
被被害を害 引き起こし、住民を困らせせ、悩ませ続け続 てきた。た。吉野吉野川第川第一期一期改修改修改 工事工事によによに り、り、吉吉吉で洪で洪洪水水水
治治水安水安全度は飛躍的に向上し、住住民の民 安全安 と産業の振興興興興に大に大きくきく寄与寄与してしてているいるる。特。特に、に、に、別別別野川野川のののの
放放水路水路化に化化 より、吉吉野川から切離されされた下板地地方はは、吉吉野川からかか の洪の洪洪水水被害が害が害 解消解消解 されれれれれ、、、、宮川宮川のの
第十樋門より灌漑用水のみ供給され、大きな恩恵を受けている。ままたた、

2．吉野川第一期改修の始まるまで
18年年年（18888885年5年）に）に内内務省は省 、舟舟運運運の目的的的でで、で、吉野川の低水水低 路工路 事に着手したが、が 明治明治22222222年年年明明明治治
年）にに見る見見るるべべきべきべき成果成果成果もなもなも く中く中く中止し止した。た。た。そのそのそ 後、後、後、後、県は県は、毎年の年 ようううに洪水被水 害を受け、県の財の財の財（1（188889年
窮窮窮し、、内務内務内務省に省に省に堤防堤防堤防堤 工事工事工事を嘆を嘆を嘆願し願し願 た。た。そのそのの結結果結果、中止から18年を経た明治40年（19007年年））政はは政は困困
本的な的な的な的 治水治水治水工事工事工事ととしして第て第一期一期期期改修改修改修修工工事工事が始が始始まるまることことととなとななったっっ 。からら抜

3．第一期改修工事の内容
期期期改修改修工事工事の概の概要は要は、施工区間阿阿波市市市西林西林西林西 からか 下流下流流区間区間区間、施、施工期工期間明治40年（1907年）か）かかかか第第第第一一一一
22年（年（年 19192727年年）年 までまででの2の 0年年間、総工総工総工事費事費事費111 .8百万万円（現現在現在推定推定定価格価格価格格18186億円）を必要としたた。ら昭昭昭昭ら昭昭昭昭和和和和
順序と序ととしてして、吉吉野川野川川の洪の 水をを受け持つ持つ別宮川の河道河道整備備備が整が整が整ったったたた後、後、後、順次順次順順 上流へ改修を進進施工工工工施工工工のののの
っった。めてててていい
川川は、吉野野川本本川に比べ、河床勾配が急で、河河道延長も長 短い短いいことことこととからから、、洪水を水 早く海に流別別宮宮宮
ががができできできるたるため、第第十地点（別宮川の上流端）で吉野吉野野川を川 締め締め切りりり、完、完全に全に分離分分分 し、放水放 路路すこすここここここととと
。このの改修改 工事は、新たに吉野川の洪の洪の 水を水 流すたため、河、河河底のの掘削掘削掘削や浚や浚や 渫ををを行い行行 、両岸に堤ににししししししたた
く土工事が事が主であった。防を防を防防をををを防を築
寺寺寺島島は、この付近の吉野吉 川のの北岸岸渓流渓流のの日開谷開谷等かから流流ら流出土出土土砂が砂がが多く多く多 、洪洪、、 水位のの上昇を起善善善善善入入入
被被被害を害害 大ききくしていたため、約500戸、約3約3,000000 人が人が暮し暮し暮 ていていた島の全の全全てをてを買収し、島の堤堤こしこししししし、、
障障障害害物を除除去去し、遊水地地として洪て 水時水時の水の水の水位の位の低下低下低下や流や流や れをれを弱め弱め弱め、下、下流の流の流流の治水治 安全度をを向向防等防等防等等のの
たたた。上さささ上させせ

4．その後の吉野川
333年（年（年 19191 228年）年））に完成し成し成し 管、管、管理を理を理 徳島徳島県に県に県に県 移管移管管したしたたがが、が、昭和昭和昭和2424年（年 1949年）から再び国による昭昭昭昭昭和3和
改改改修工修工修工事が事がが始ま始まり、り、現在現在現在も治も治も治水水・水 利水利水利水・河・河河川環川環川 境境に境においいいいて安て安て安全度全度全度全 のの向上や保全に努めているい 。第二二期改期改

引用文引用文献献出典・典 引引引
百年史年史百年年 、Ou、 r よしのがしのがわ 2わ 2201701 .8Vol.15吉野川川吉吉 百百
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1．概要
豊豊稔池稔池稔池池は、は、観音観音寺市寺市市大野大大野大野原町原原原町田野田野々々

で、でででで 昭和和和昭和初期初期期期に柞に柞柞田川田川田川をせを き止き めてめて
造っ造っっったたた人た人た 造湖湖造湖としとししして知て知てて られられ、緑、緑の山の山野野野
にそにににそびえびびびえ立つ立つマルマルチプチプルアル ーチーチ（多拱拱
式石式石式式石石えんえんん堤）堤）堤 は、は、わが国初国初の工の 法であ
る。る。。
貯水貯水貯 量：量 159万9万㎥
高さ高さ：100尺（30.4m）
延長延長：4：4808 尺（（141 5.4m，堤長128m）

2．築造の背景と経緯
今今でこでこそ、豊稔池のの水は、観音寺音寺音寺音 市（市（旧観旧観旧 音寺音寺市、市市、旧大旧大野原野原町、町、旧豊豊浜町浜町浜町）5）553030hhaの水の水田田をを

潤ししていていて るが、かつてこのの一帯帯は、はは 年々年々歳々々水不水不足に足に泣かかされされてきてきた。特に特に井井関井関池が池が寛永寛永寛 2200年年年
（1643年3 ）に築かれる前は前はは、広、広、広広大な大な大な大 原野原野原野であでありなながら人が人が住み着かないな 状態状態状態でであであったった。。
井井関池池築造後、大野大野大 原新原新原 田開田開開発が発発がやっやっと始と始まるまるま 。人。人人々が々 新田新 を求求求めてめてめ 集ま集集まり、ほぼ現在現在在のの姿

に開に開墾墾された。もともと地と地地味はは味はよくよく、作作物は物物物 何で何でもよもよくでくく きた だ。だが、が、井井関池54万トントト の水水水でで
は、は、は、当時当 の面積で700hhaをaをかんかんがいががいすすることとはではできなきなかっかった。た 人々人 は、、寛永寛 3年年（11666 3年3年）ににに小小
池を池 、延宝元年（167373年）年年 反之反之之池池、、同同3年千歳池池、同同4年二葉二葉池、同6年反之上池、と相次い次 でで池で池
を築を築造した。。それでも、ままともともともに水水に水稲を稲を稲を栽培栽培栽 できできたた本た本田は、わずか170haで多くの農農民た民た民た民 ちちちちは、
米を米 作作ることもできず、年年年貢を貢を貢を納め納め納 るここととさえかえ なわぬ年が多かったとたとというい 。
　このようにに紆余紆 曲折曲折を経を経経て、て、、、大大正9年、113年3年の大干ばつ後は、は、特にかんがい用水用水の必の必要要性をを痛痛
感し感し、新池築造がが計画計画画されさされ、大、大、大正1正1正15年5年3月3月27日、日 県営工事事として築て 造に造に着手手したた。。
当当初、初 コンンクリートートのの1の 枚え枚ええ枚 ん堤ん堤を考をを考考えていたが、、名古古屋の工学博士、佐野藤野藤野藤治治郎治郎は「は「は「コンンク
リーリートは、夏伸び伸び、冬、冬冬収縮収縮収縮するするす 。生。生。生きてきてき いるものも だ。セメントの耐耐耐用年用 数が数が数 過過ぎ過 るととと、決、決、決壊壊のの
恐れ恐 がある」と主主張、張、張 全国全国初の初の初初の農林農林農林林省指省指省指定多定 拱式拱式石えん堤、つまりまりマルチプチプルルアーチーチ式の式の式 ダダムダム
にすにするこる とにした。両両端部端部部を重を重を 力式力式力式 中、中央部央部が5が 個のののアーア チとチ 6個の扶の扶壁（壁（（バッバットレト ス）かかかららなな
る石る 造りえん堤と堤 したたた。水。水圧圧に圧に強強く強 、、一度に決壊壊壊壊しなしないといとといういう利点利 があがああったったった。こ。こうしうしてて、て、地元地元
の受の受の 益農家を中心に構構成さ成されたれた作作業作作業班に班によりよ 、わわずか3年3年88ヶ月の月の間に間 堤長堤長堤 121288m、堤、堤、堤高3高3高30000.4444m4mのの
石積石 みダムをを完成成させさ 、農農民の民の民の願い願いいを込を込めてめてめ 豊稔豊稔豊稔池と命名命名命名したしたした。ま。また、洪水洪水洪水吐き吐き吐きは、は、は、珍し珍珍しいサいサ
イホン式になっておりおお 、ええん堤堤ととともにもにもに全国全国的に的に的 有名有名名であであであるる。る。
築造から半ら 世紀余りを経過ししし、堤、堤、堤体の体の体の一部一部一部に漏に漏に漏水が水水が生じ生じるなるなどのど 老朽老朽化が化が化がみらみらみられたれたれたれ ことことこととかかかから、
県営県営農地農 防災災ダム事業（防災たため池め池め池工事工事工 ）に）に） よっよっよって、て、平成平成平平 元年元年元年かから5ヶ5ヶ55ヶ年に年にわたわたり22り20億0億00 円余円余円 りのり
事業事業費を費を費や費やしてて大規模な改修改修修工工事工事が行が行われわれわれていていて るる。る。

3．終わりに
現現現在、在、中世中世中世世世ヨーヨ ロッロ パの古城を偲ばせせる偉容と風格を漂わせる豊豊稔池池は、景観的ににも学術的的的

にもにも他に他に類を類をを見な見ない貴重なダムとしと て現在でも高く評価さ価 れ、平成平 18年（20066年）に国の重要
文化文化財と財としてて登録録されされさ ている。
ままた、た、豊稔豊稔稔稔稔池池の池のの池 ゆるゆる抜きは、田植田 えシーズンを告げる風物詩となり、毎年多くの見の 物客が訪訪訪

れてれているいる。。

出典・出典・出出出 引用文引用文用文献献献
「四「四「四「四国「四国国のためのためのためめ池」（池」池」（池」（（池」（四四四国新聞社編聞社編聞社編社編社 集集局）集局集局）、農林、農林農 水産省産省HPHP
hhttp:/p:pp /wwwwwwww.maff.ff.aff go.go.ogo.g jpjp/j j/nousousinin/sekekse keie /mu/ useuseum/m_bunkaa/yu/yuukekei14i141 /　よよりり
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1．概要
浜大浜大橋は、愛媛県大洲市のの肱川肱 河口部に設置されたバババスキスキス ューュール式ル （跳跳跳ね上ね上ね げ式げ式）可）可） 動動橋動橋動動長長
る。る 当時の長さ226メートルの鋼橋で橋 、中央右央 岸寄りのりの可動可動部と部と左右左右の五の五の五連の連の鋼製鋼製鋼製ポニポニポ ーーーでああ
レンレントラス桁からなり、愛媛県県を事を事業主主体として昭和101000年（年（19193535年）年）に竣に竣竣工さ工さされたれた。竣竣竣竣竣工工ワーワー
の塗塗装はははネズミ色当時当時 ［1］であったが、現在現在は赤色に変更更されれてて全体が体体 赤く赤く塗ら塗ら塗 れてれてれているいるい ことととととかかかか
地元では「赤橋」の愛称で親しまれている。ら、ら

本国国内に内に内においおいて近て近代に代に代 架設されさ た可た可動動橋のうち、、現在現 ででもも可動可可動してしてしているいるいる橋は3橋しかなく日日日
のうちのちの2橋2橋は鉄は鉄道橋道橋）、長浜長 大橋が現が現役最役役役 古の古 道路道路路可動可動可動橋橋橋（そのの ［3］［3］となななるる。
橋当橋当時は時 、肱肱川流川 域から産出される砂利、木木材の運搬運搬船が船が日に日に日に何隻何何隻何 もも行行も き交交っていたが、架架架架
採取採取採取の規の規の 制や制 陸上陸陸上陸 輸送路の充足等により大型船のの通行通行通 がななくなくなっったた現在在は、週週週1回定定期点期 検検砂利砂利砂利砂利
ねて開閉開閉を行っている。主要地方道道道長浜長浜中村線のの一部部とととして県て県県道指道指道指定定を兼を兼兼を兼 ［4］されされされており、愛媛
管理してしているい 。県県県が
方、方、方 平成101 年（1998年）年 にはは国のの「登「登録録有形文形文化財財」に」に登録登録録一一一 ［4［4］されれされ、平平平平成2成 1年年（2009年）
済産済産済産業省業 の「近代近代化産業遺遺産」に認定に経に経経経 ［4］、平、平平成2成26年6年年（（20114年4年）に「国「国国の重の重要文化財」に指指

定 ］］［3［3］［3］されされさ た。
た、たた、平成平成242 年度年 から平成25年度度（22012-20133年度年 ）に）にににかけかけかけて、てて 国の国の直直轄直轄直 事業事業にによって流下能能まま
確保確保、並、並びにびに河川川川管理管 施設施設等構構造令造令を満を満満満足す足するこる と等等の観の観の観観点か点か点からら、橋橋長橋長の継ぎ足し（2226m6m力の力の力のの
232.3m）と桁下桁下桁下の嵩の嵩上げげげ等等からからら ［4］が行が行われわれわれてていている。るる。

2．架設当時の技術的な要素
国で国で国で習得習得習得したしたした設計設計設 技術技術を駆を駆駆使し使 て可て可動橋動橋動橋を数を数を数多多く多く手掛手掛手掛けたけけた増田増田淳淳が当橋梁の設計計を担を担を 当当米米米 ［3］

。当。当時と時と時 してしてしては先先は先端端的端的な工な工工法法を用い用い用 て架架設さ設されたれたれ 比較比比 的大大規模規規 な可動橋であり、橋桁が片が片片したたしたた
開閉開閉するするる跳跳開開橋で橋で橋で、橋上にに載せ載せ載せられられた約た約た 822tののカウカウカ ンターウウウエイエ トにより、約54tももあるる橋橋側に
スムーズーズにに90度0度度開閉開開閉させさせるる構構造造造桁を ［3］［3］となとななってっているいるいる。
礎工礎工事に事に事 おいおいてはははは、潜潜潜函函（函（ケーケーソソン）工）工工法法（pnpneumatic c caisson method）が採用されれ、上上基
設置時には、潮位差をを利利用利用利用した浮船船浮船浮 架設架架設架 法部部工 ［5］によに って桁が送り出さされて架設されていていいる。。
費約約2828万円（現在の価格に換換算す算 るとと約220億円）建設建 ［3］を投じた架設工事事事は、は、これこ ら当当時の時のの土土土土
術の粋を集めて施工された。木技木技

・引用文献出典出典
ウィキィキペディペデ ア「長ア「 浜大橋」より引用用 https：//ja.wikipedpedia.ia orgg/wi/w ki/k 長浜大大橋橋橋橋橋橋［1］［1］ウ

［2［2］一般社団法人団法人法法法 建設建設建 コンサコンサルタンツ協会ツ協会ホームホ ページ「日本本本の土木の土木遺産」遺産」遺 より引より引り 用用一
https：s：//wwww.w jcca.or.jp/dobookuikuiisan/japan/shikoku/nagahah ma.htmhtmlh
大洲市大洲 ホームムページ「大洲市文化文化文化化財探訪財財 ③」より引用引 hth tp:://w/ ww.ciititty.oy.oyyy zu.zu ehiehieh me.me jp/ssite/kankanknko/1o/1o/12162 6.hthtmlmlmlm［3］3］］大大
国土交国土交通省四通省四四国地方整備局局四国技四国技国 術事務術事 所「四所「四国技報技報」第1」第12巻22巻23号よ3号よ号 り引用り引用り引用［4］］］［ 国国

［5］］土木学木学土木木 会誌　会 第二十第二十一巻　一巻　第第九号　昭和10年年年9月発9月発行（1行（193535年）「年）「「潮差を潮差を潮差を差差差 利用せ利用せ利用利 る長浜る長浜長浜大橋構大橋構大橋構桁の浮桁の浮桁 船架設架設架設架設架船架設土
法及び法及び法及び及及 其の応其の応其 用に就用に就用 て　石石田 啓田 啓田 次郎著次郎著郎著」より」よりよ 引引用引用法法法

写真-1
開閉中の長浜浜大橋大橋橋橋橋［2］］］］
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1．概要
第第二領二領二領領地橋地橋橋梁は梁は、高、高知県知県知知県須崎須崎須須 市に市にありあ 、昭和13年（1938年）、） 鉄道鉄 省岡山改良事務所によによよっってて
完成完成完完完完 したたた橋長橋長橋橋長長101 7.77 7m7mmの鉄の鉄の 橋道橋であである。る。

2．当時の設計と施工
設設設計に計にあたあたってっては、プレートガーダとの比較が行われ、鋼材が2割近く節約できること、潮風風
に対に対に するす 耐蝕蝕性に性 優れ優れておおり、保守費が軽減されるこるここことなとななどから、開腹開腹式の式 鉄筋鉄 コンクリートト
アーアーチ構造が採用されている。

径径間構成はは、基礎となるなる岩盤岩盤岩盤が約約が約252525mおmおmおきにきに露出露出露出ししていたことから支間25.0mのアーアーーチをチをチを3径3径径径
連続連続させ、高知側の第1径径径径間は間間は支間支間支 6.6 0mの鉄の鉄筋コ筋コンクリートラーメン構構構造造、窪川側ののの第55径径径間ののの
みはみみみ 支間23.2mの方杖方杖ラーラーメンメンメンととしている。る 方丈方 ラーメンとししたのは、アート構ト構造に造にすると大と大大大大大
量の量の崖錐を掘削ししなけなけければれればならならならずず、ず、斜面斜面崩壊崩壊を誘発する恐恐れががあっあ たたた めのめのようようである。る。
　アーチの曲曲線に線には、は、珍し珍し珍 い二い二次放次放放放物線物線物線を用い、ライラ ズは材料材 の節約と外観観を考を考を考慮し慮しして7て77.0mとmとと
なっな ていて る。
架橋においいてはは、セ、セセントントルのルのルのル 運搬運搬運搬搬が必が必が必要で要 したたが、大規模なセンセントルの運の 搬は搬 、陸陸上・上・上 海上海上上海上上上

共に共に困難困 であったためめ、小、小小型軽型軽型 量な量な量な材料料を使を使ってっ 現場現場場で組で組み立み てるることことし、し、松材松材や杉材で材でで木製木製製製木製製
センセ トルを地上か上 ら組組組み上み上み げ、げ、げ 1径1径径間ご間 とに転用するすすす 方法方法としとしと ていて る。る なおなおなお、コ、コンクンクリーリートトト用用用骨骨骨骨骨骨
材は材は材 、現場より1.5Km離れ離れた新た新荘荘川荘荘川からから採取採取し船船で現場に場に運搬運搬したした。
　工事は、昭昭和111年1年（119393936年6年年）1）1）1月に月にに開始開始始されされ、昭、昭昭和13年3年3年（1（1（19393938年8年8年））に完成完成成 翌、翌、翌年1年1年 1月1月1月151515日日ににに須須須須
崎～崎 土佐久礼間が開業開開 したた。第第二領二領領地橋地橋地橋梁が梁が建設建設建 されされれた時た時た時代は代は代は、鋼鋼材不材不材 足を足をを背景背景背景としとして大て大大大径間間径間間径
のコの ンクリートアーチ橋が各地地地に建に建に建設さ設さ設 れたれたれたた時時代代であでであったった。そ。その意の意味で味でで、、こ、この時の時の時期の期の期の期 アーアーアーア チ橋チ橋橋橋
は戦は戦争と争 いう困難な時代がもたたらしらしら た遺た遺た 産産と産 いういいう見方見方見方方もでもでできるきるる。。しかしかしかか 、波波打ち打ち際に際に際際 弧を弧弧 描い描いいいい描いいい
て架て架かるかるアーアーチ橋橋の造形は、そそうしした暗た暗い過い過い過去去を去を忘忘れ忘れささせ、自自然の然の然の景観景観とみとみと ごごととに美に美しく調和和和和
しししてているいるいる。。

出典・出典出典出典 引用文引用文引引 献献献
日本鉄日本鉄本鉄日本鉄鉄鉄道施設道施設道施設道施設道施 協会誌協会誌協会協会協会 わがわが社が誇社が誇が誇社が誇誇る鉄道る鉄道道施設　施設　設施設 JR四R四JR四R 国「太国「太国「 平洋を平洋を平 望む断望む断む断崖に崖に描崖に描描かれたかれたかれか アーチアーチ橋」よ橋」より引用引用
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経営
当社は、空間情報技術とコンサルタント技術を融合し
たトータルコンサルティングを提供しています。当社の
特徴は、自社航空機と最新鋭のセンサにより、空間情報
の収集・解析から活用方法の提案、実施プラン策定まで、
一貫した提案ができる点にあります。
本店は東京都新宿区で、四国支店が香川県高松市に、

愛媛県松山市、高知県高知市、徳島県徳島市にはそれぞ
れ営業所があります。
当社は、昭和29年に戦後の荒廃した日本国土を復興す
るため、航空写真測量を行う会社として設立され、四国
には昭和45年、高松市に出張所を開設しました。以降、
国・県・市町村などの各種公共団体やJRや電力、建設会
社などの様々な民間企業に対して、お客様に満足して頂
くための、専門技術を集約したトータルコンサルティン
グサービスを提供しています。
また、安全・安心な社会の実現に向けて、災害被災地
支援、次世代育成支援、NPOとの協同など、様々な地域
活動にも積極的に参加するなど、これからも社会へ貢献
する企業であり続ける努力を続けます。
平成29年10月よりスタートした新中期経営計画では、「未
来を拓けGrowth to the next Stage」をキャッチフレーズ
に、Pioneering、Globalization、Alliance、Valueを4本の

柱に掲げ、新たな事業領域を創造し、ビジネスパートナー
と連携して共に成長・拡大することで、「新たな空間情報ビ
ジネスの可能性に挑戦し、成長し続けるグローバル企業」
の達成を目標に、社員一丸となって取り組んでいきます。

防災のアジア
　当社は、大きな自然災害が発生した際、被害状況を正
確に把握することが防災・復旧対策にとっての最重要事
項であると考え、独自の判断により率先して航空写真等
の撮影を行っています。得られたデータは、応急対策や
二次災害の防止のため、関係機関へ提供するほか、ホー
ムページでも広く一般に公開しています。
　平成7年の阪神淡路大震災で撮影された航空写真は、半
年後に「阪神・淡路大震災　航空写真集」として発行さ
れ、災害復旧・復興等に活用されました。
　当社は高松市と災害時の応急対策活動に関する協定を
締結しました。協定締結後に初めて行われた防災訓練で
は、ドローンによる訓練状況の動画撮影と本部へのリア

アジア航測株式会社四国支店
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昭和昭和昭和昭和昭和292929299年年年年年（19（1919（1（ 54年54年年54年54 ）））2月2月2月月2 2222226666日日日日
代表代表代表代表代 取締取締取締取締取締締役社役社役社役社社長長　長　長　長 小川小川小川小川小川紀紀一紀一紀一朗 朗 朗朗川川紀一紀一一朗朗朗
四国四国四国四国四国支店支店支店支店支支 長長長長 三木三木三木三木三木隆隆隆隆隆

赤色立体地図 高松市との災害協定 ドローン撮影の転送動画 次世代育成支援 被災地での炊出し支援 高松市防災訓練
技術発表会2017 ボランティア活動（道路清掃） 阪神・淡路大震災 航空写真集

ルタイム転送を実施し、好評を得ました。

技術のアジア
現在、自社航空機はもとより、衛星、ヘリコプター、

MMS（モービルマッピング）、ドローンなどの様々なプラッ
トフォームを用い、デジタル航空カメラや航空レーザ、オ
ブリーク航空カメラ、陸と水中を連続的に計測できる航空
レーザ測深機（ALB）など、最新鋭のセンサ機器を使用し
て調査、計測を行っています。3次元計測により得られた
データを直感的で分り易く表現する可視化技術として発明
された赤色立体地図は、山岳地や海底地形など起伏のある
地形表現に優れ、特許を取得しています。最近ではテレビ
番組や書籍で目にする機会も増えたこの赤色立体地図です
が、現在はAIと組合せ、地すべりなど土砂災害リスクが高
い地形の自動判別技術の開発に取り組んでいます。
　当社は、創業当時より、つねに最先端の技術に立脚し
て企業活動を行うことに努めてきました。今後も創業以

来60年超、“社会のため”に歩んできた先人達の志とと
もに、これからの道のりを勇気と独創心で切り拓き、変
革し続けることが、私たちの使命であると考えています。
当社は、今後も皆様から信頼され続ける企業になるよう
努めてまいります。これからもみなさまの力強いご支援
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

（文責：四国支店長　三木　隆）

陸域DEM：NASA SRTM1 海域DEM：海上保安庁M7000を使用
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開設50周年記念祝賀会 支社　手前が新館、右手奥が旧館

会社の歩み
弊社の歴史は、大正5年1月に荒谷家が広島市において、
井戸掘りとポンプ設置を生業とする荒谷ポンプ店を開業
したことに始まります。昭和32年に株式会社荒谷ボーリ
ング工業所として法人化し、昭和39年に現社名に変更し
現在に至っています。

四国への第一歩は、昭和39年8月の今治営業所開設に
遡ります。広島以外では前年の松江出張所開設に続いて
2番目の出店でした。昭和57年には高知県に出店してお
ります。平成26年12月に四国支社開設50周年の記念式
典を行いました。
四国支社としては、昭和45年6月、松山市余戸町の余

戸駅裏に事務所を開設したことに始まります。

　昭和60年4月には社員数37名となり、現在の場所に四
国支社を新築移転しました。平成7年に増改築し、現在
の社屋となりました。
　高知支店は高知市上町から葛島を経て平成25年に、薊
野中町に移転しました。
　現在、四国支社に39名、高知支店に7名が在籍してお
ります。（内、9名が技術士）。構成員の90％以上を地元
出身者が占めているという地元密着型の企業です。

社会貢献と信頼
　会社として一貫して大切にしてきたのは、“地域の社会
資本基盤整備、頻発する自然災害から住民の安全・安心
確保のために、地域に密着し、確かな技術ときめ細やか
な対応で社会に貢献する”ということです。

株式会社荒谷建設コンサルタント
―人間と自然を考える―
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支社支社支社支社支 46464646人、人、人人、人 全社全社全 3636662人2人2人2人2人人2人人
昭和昭和昭和昭 32323232年4年4年年4年4月月月月月 創業創業創業創業創業 大大大大正5正5正5正5年年年年5555年1年1年1月月月
代表代表代表代表代表取締取締取締締取締役社役社役社役社社長　長　長長 荒谷荒谷荒谷荒谷荒谷谷谷悦嗣悦嗣悦嗣悦嗣 
四国四国四国四国支社支社支社支社社長長長長 白石白石白石白石白 央央央央央

立岩海岸 船戸川多自
然創型護岸（SKIPグランプリ
きらめき創造大賞受賞）
三瓶バイパス シブ谷堰
堤 アゾウ谷橋 肱川
上老松地区堤防（四国地方
整備局表彰） 椿中学校
生徒の職場体験

技術評価においては、国土交通功労者表彰で局長・事
務所表彰を合わせて、31件の業務表彰と6件の個人表彰
をこれまでにいただいております。
また、通常の業務に加え、平成16年度台風災害や高知
西南豪雨災害などの災害対応や、中学生の職場体験受け
入れ、地域清掃活動への参加など社会貢献活動も行って
まいりました。

地域に愛される企業へ
このように、荒谷建設コンサルタントとして創業以来
100年、四国支社として50年の歴史を刻んでまいりまし
たが、次の100年50年に向けて決意を新たにしていると
ころであります。
お客様各位、同業者各位そして地域の皆様に愛される

支社として努力してまいりますので今後ともご指導、ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

（文責：執行役員四国支社長　白石　央）
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本社全景（愛媛県松山市 創立
25周年記念式典 平成29年度の入
社式 クラブチーム「愛媛ウエスト」

経営
弊社は、平成4年11月に「（株）ウエスト補償」として
創業しました。
創業当初は、補償部門の業務を主にしていましたが建
設コンサルタント部門の組織も拡充させて、平成10年4
月に「（株）ウエストコンサルタント」に社名変更しまし
た。以来、官公庁から信頼をいただいて社業を継続し、
平成28年1月に（一社）建設コンサルタンツ協会に入会
させていただきました。
平成30年1月現在、本社は愛媛県松山市にあり、愛媛

県内2営業所・4事務所及び徳島県内に1営業所を置いて
います。
本来、企業とは会社組織を維持し続けるため、利益を
追求しなければなりませんが、弊社は利益追求に加えて、
地域発展・雇用創出にも積極的に取り組むとともに、次
の企業理念のもと、社員一丸となって日々の業務に精練
しております。また、企業理念として次の事柄を掲げて
います。

企業理念其の一 
「やりがいが持てる楽しい会社にする」
　福利厚生は勿論のこと、社内のレクレーションから始
まったソフトボールチーム「愛媛ウエスト」は現在、日
本ソフトボール協会主催の男子西日本リーグに加盟して
おります。創部当初は連戦連敗の弱小チームでした。し
かし、高い志を抱く選手達が普段の努力を重ねた結果、
平成21年8月には実業団で全国優勝を果たすまでに躍進
したのです。
　また、平成29年10月に半世紀ぶりに地元開催された
「2017笑顔つなぐ愛媛国体」においても、ソフトボール
成年男子で全国優勝することができました。
　「目標を持って努力し続ければ、いつか必ず夢は叶う。」
ということを実証した、一つの事例と言えるでしょう。
　これからも、本業を通じ確かな技術力でお客様の信頼
を得ると共に、地域貢献やスポーツを通じ地域の皆様に
愛される企業として研鑚努力して参ります。

株式会社ウエストコンサルタント
―技術と信頼で社会に貢献する―
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606060060名名名
平成平成平成平成成4年4年4年年4年（19（19（19992年92年992年））

代表代表代表表代表取締取締取締取締締役社役社役社役社社役社長長　長　長長 祖母祖母祖母祖母祖母井　井井　正正正博正正博正博正博博

土地収用法に伴う行政代執行 愛媛大学（重信）北川公園設
計業務（.eのシンボルマークを設計） 復元測量観測状況 境界測
量（道路幡での作業の様子）

企業理念其の二 
「仕事に対する技術と信頼」
創業以来、官公庁からの信頼を得るべく技術力を養い、
資格取得を奨励してきました。その営みの結果、補償分
野においては、有資格者数・実績において、一定の評価
をしていただいていると自負しております。
特に特殊補償部門や事業認定・収用等の補償関連部門
については実績も豊富です。一例として、平成23年度に
愛媛県のバイパス事業において、愛媛県で43年振りとな
る土地収用法に伴う行政代執行を弊社が受注し、計画か
ら調査までの業務を無事完了しました。
建設コンサルタント分野におきましても、弊社は、土
木課・上下水道課・測量課・開発課を有し、業務品質の
向上を命題に掲げ、企業資格・業務責任者の資格を完備
し、実績を積んでいるところです。

　補償コンサルタント分野・建設コンサルタント分野共
に社員一丸となって邁進し、地域振興や若い技術者育成
のための雇用拡大を通じて地域活性化を目指しています。

（文責：代表取締役社長　祖母井　正博）
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本社社屋 夢と技術の発信集団 あん
しん歩行エリア策定ワークショップ 吊床板
橋／彩橋 PC工学会作品賞受賞／会下橋

お陰様で“50周年”そしてこれから
当社は、昭和43年に測量設計業を中心とする建設コン
サルタントとして創業し、「信頼される建設コンサルタン
ト」をモットーに歩んでまいりました。加えて現在は補
償コンサルタントや地質調査も手がける総合コンサルタ
ントとして、国土交通省や地元の官公庁はもとより民間
企業などから数々の業務に携わる機会と多くの信頼を頂
きながら、四国の社会資本整備の一翼を担って、創業50
周年を迎えることができました。
◇顧客と社会から信頼される成果品を提供し続けます
◇堅実経営の基、社員の物心両面の幸せを追求すると
ともに企業の永続を目指します

◇個性豊かな技術者集団として、技術提案・技術開発
を目指します

以上の三つを経営方針として掲げています。

技術オリエンティッド
当社は、受注した建設コンサルタント業務を実施する

のみならず、つねに業務の中で新たな技術提案に努める
とともに、派生する技術を基に技術開発、特許出願まで
試みています。例えば設計業務の中で考案に至った炭素
繊維集成板を用いた構造物の補修・補強工法は、国土交
通省、NEXCO、全国の自治体、タイ高速道路公社の橋梁
補修工事で幅広く採用されつつあります。

社会貢献活動
　当社は、地域の基盤整備への貢献を目的に地域・環境・
社会貢献活動に取り組んでいます。地域貢献活動として、
国道11号等のアドプト事業を行っています。環境社会貢
献活動として、地域温暖化防止に貢献し徳島の水と森を
守る「NPO法人徳島県域カーボンオフセット推進ネット
ワーク」運営業務並びに「阿南市地球温暖化対策実行計
画策定」業務等を積極的に取り組んでいます。平成22年、
消費電力抑制の一環として太陽光発電設備も設置してい
ます。

株式会社エコー建設コンサルタント
―その価値を未来につなぐ　夢と技術の発信集団―

　JCCAしこく／Vol.01しこくCAしこく／　J く／CCAJCC く／／Vol.0.01／Vo



〒7〒7〒7〒770707077 -0-0-0-008686868655555
徳島徳島徳島徳島県徳県徳県徳県徳県徳島市島市島市島市島 南末南末南末末南末広町広町広町広町広町4番4番4番4番444 535353533号号号号
080800 8-8-8-8-626262625-5-55 60600606666666666
0808080 8-8-8-88 626262625-5-5 60606060609999999999
hthththth tptpttp:/://///e/e/ chchchcchocococc.c.c cocococo.j.jjjjp/p/p/p/ppppp//
666666666名名名
昭和昭和昭和昭和和434343343年9年9年9年年9月月月月
代表代表代表表代表取締取締取締取締締役役役役 齋藤齋藤齋藤藤齋藤齋 恒恒恒恒恒範範範

歩行者に配慮した道路と橋／福島橋 間伐材型
枠の採用／井黒谷堰堤 地域を結ぶ道路と橋／川
井バイパス 車線数変化トンネル／楠根トンネル
かけがえのない生活道路／阿野橋 商業地域の

活性化／新町橋 無人航空機による撮影／黒沢湿
原 ロードアドプト活動／国道11号

業務コンセプト
当社は、安全で安心して暮らせる基盤づくりとしての
道路・橋梁事業や河川・砂防事業と快適環境づくりの上・
下水道事業、さらには、地域活性化を目指した都市計画・
地方計画事業に取り組んでいます。
●道路・橋梁事業
道路の持つ機能・経済性は当然のこと、景観や緑化、

歩道の整備など、ワークショップによる地域住民の意見
を考慮した安全で安心して通行できる道路の計画・設計
に取り組んでいます。
橋梁事業では、構造、経済性、景観や維持管理に配慮
した設計に心がけています。さらに、新工法や新材料の
導入についても積極的に取り組んでいます。また、既設
構造物の長寿命化として、調査・診断、補修・補強設計
などに積極的に取り組んでいます。
●河川・砂防、海岸事業
安全で安心して暮らすことができる生活環境を創出す
るため、集中豪雨や地震等による津波、洪水や土砂災害
に対する予防・減災対策として港湾施設計画・施設設計、
河川整備計画、内水氾濫解析、河川構造物設計、砂防基
本計画・施設設計を行っています。
●都市計画・地方計画事業
様々な社会構造変化、自然災害リスクの中、持続可能
で活力ある地域づくりを目指したマスタープランの作成、
地区計画や防災計画などの都市計画・地域計画事業に取

り組んでいます。開発計画も積極的に行っています。
●上・下水道事業
　快適な暮らしや健全な水環境づくりを目指し、上水道
の配水管布設・更新計画及び設計、地元企業として県内
で最初に手がけた公共下水道、流域下水道、都市下水道
等の計画・設計、下水道処理施設の維持管理及び施工管
理を行っています。

むすび
　当社は、地域に根ざした建設コンサルタントとして、
技術の研鑽を図りながら、引き続き百年企業を目指して
地域経済の発展と雇用の促進に努めて参りたいと考えて
います。

（文責：代表取締役　齋藤　恒範）

創業
50
周年
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支部長 末澤　　等 ㈱四電技術コンサルタント

副支部長 坂東　　武 四国建設コンサルタント㈱

副支部長 大野　二郎 ㈱芙蓉コンサルタント

副支部長 右城　　猛 ㈱第一コンサルタンツ

副支部長 奈良　　敬 ㈱四電技術コンサルタント

支部理事 藤田　定吉 ㈱フジタ建設コンサルタント

支部理事 齋藤　恒範 ㈱エコー建設コンサルタント

支部理事 浅野　雄嗣 ㈱五星

支部理事 中山　　誠 復建調査設計㈱

支部理事 井上　雄二 ㈱四電技術コンサルタント

支部理事 岡　　兵典 ㈱富士建設コンサルタント

支部理事 辻　　和秀 ㈱エイト日本技術開発

支部監事 公文　高志 ㈱サン土木コンサルタント

支部監事 橋口　孝好  構営技術コンサルタント㈱

役 員 名 簿
平成29年度
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平成 29年度　 部会名簿

部会長 井上　雄二 ㈱四電技術コンサルタント

副部会長 藤田　定吉 ㈱フジタ建設コンサルタント

副部会長 飯沼　達夫 日本工営㈱

副部会長 吉田　幸男 構営技術コンサルタント㈱

委員 福井　雅浩 パシフィックコンサルタンツ㈱

委員 白川　幸男 ㈱福山コンサルタント

委員 三木　　隆 アジア航測㈱

委員 高橋　久彦 ㈱地圏総合コンサルタント

委員 渡部　芳彦 ㈱ダイヤコンサルタント

委員 竹島　和司 ㈱四電技術コンサルタント

社会貢献活動委員会

委員長 森　　健 ㈱四電技術コンサルタント

委員 竹内　克宜 復建調査設計㈱

委員 織田　雅文 ㈱五星

委員 佐藤　健治　 ㈱五星

委員 末広　　勝 ㈱エコー建設コンサルタント

委員 飯山　直樹 ㈱エコー建設コンサルタント

委員 明坂　宣行 ㈱第一コンサルタンツ

委員 福本　英司 ㈱サン土木コンサルタント

委員 川口　良樹 ㈱荒谷建設コンサルタント

委員 杉浦　公朗 ㈱芙蓉コンサルタント

委員 竹島　和司 ㈱四電技術コンサルタント

委員 高橋　幸宏 ㈱四電技術コンサルタント

委員 横井　弘尚 ㈱四電技術コンサルタント

委員 森川　将人 ㈱四電技術コンサルタント

1 総務部会
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災害対策委員会

委員長 竹島　和司 ㈱四電技術コンサルタント

副委員長 伊藤　友喜 四国建設コンサルタント㈱

委員 藤田　定吉 ㈱フジタ建設コンサルタント

委員 中村　直登 日本工営㈱

委員 白川　幸男 ㈱福山コンサルタント

委員 天羽　誠二 四国建設コンサルタント㈱

委員 明坂　宣行 ㈱第一コンサルタンツ

委員 丸　　晴弘 日本工営㈱

委員 須賀　幸一 ㈱芙蓉コンサルタント

委員 岡田　靜訓 ㈱四電技術コンサルタント

若手の会

リーダー 森實　良子 ㈱四電技術コンサルタント

サブリーダー 西山　　毅 ㈱芙蓉コンサルタント

委員 藤川　健太 四国建設コンサルタント㈱

委員 笹岡　信孝 四国建設コンサルタント㈱

委員 岩永　健志 四国建設コンサルタント㈱

委員 中藤　亮太 ㈱芙蓉コンサルタント

委員 齋藤　啓太 ㈱第一コンサルタンツ

委員 兵頭　　学 ㈱第一コンサルタンツ

委員 佐藤　　塁 ㈱四電技術コンサルタント

委員 山口　亮太 ㈱エコー建設コンサルタント

委員 荻野　泰彦 ㈱エコー建設コンサルタント

委員 木村　和宏 ㈱エス・ビー・シー

委員 鎌田　将利 ㈱エス・ビー・シー

委員 河津　孝典 ㈱五星

委員 松下　雄一 ㈱五星

委員 小笠　直孝 ニタコンサルタント㈱

委員 酒井　　孟 ㈱フジタ建設コンサルタント

委員 山川　和輝 ㈱フジタ建設コンサルタント

委員 小西　　遼 日本工営(株)

委員 島田　菜穂 日本工営(株)
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部会長 坂東　　武 四国建設コンサルタント㈱

副部会長 川崎　末和 ㈱ウエスコ

副部会長 大山　洋一 応用地質㈱

副部会長 伊賀原　稔房 ㈱ワタリコンサルタント

委員 齋藤　恒範 ㈱エコー建設コンサルタント

委員 横山　嘉夫 いであ㈱

委員 三砂　利明 ㈱建設技術研究所

委員 小西　富士彦 ㈱シアテック

委員 恒石　和義 基礎地盤コンサルタンツ㈱

対外活動委員会

委員長 坂東　　武 四国建設コンサルタント㈱

委員 黒川　嘉昭 四国建設コンサルタント㈱

委員 井内　浩明 ㈱フジタ建設コンサルタント

委員 安藝　哲也 ㈱五星

委員 杉原　智己 四電技術コンサルタント㈱

委員 谷本　和幸 ㈱富士建設コンサルタント

委員 泉田　克典 ㈱芙蓉コンサルタント

委員 小野　裕正 ㈱第一コンサルタンツ

委員 水野　隆之 構営技術コンサルタント㈱

委員 中山　　誠 復建調査設計㈱

委員 辻　　和秀 ㈱エイト日本技術開発

2 対外活動部会

JCCAしこく／Vol.01　



部会長 右城　　猛 ㈱第一コンサルタンツ

副部会長 小笠　義照 ニタコンサルタント㈱

副部会長 﨑本　繁治 ㈱オリエンタルコンサルタンツ

副部会長 岡　　兵典 ㈱富士建設コンサルタント

委員 宮本　卓也 国土防災技術㈱

委員 河野　一郎 セントラルコンサルタント㈱

委員 笠井　茂夫 ㈱長大

委員 松井　　隆 ㈱片平新日本技研

委員 石本　　修 中央復建コンサルタンツ㈱

委員 神野　邦彦 ㈱愛媛建設コンサルタント

委員 永野　敬典 ㈱相愛

広報委員会

委員長 右城　　猛 ㈱第一コンサルタンツ

副委員長 岡　　兵典 ㈱富士建設コンサルタント

副委員長 河野　一郎 セントラルコンサルタント㈱

委員 小川　　修 四国建設コンサルタント㈱

委員 田村　　猛 ニタコンサルタント㈱

委員 藤本　憲洋 ㈱富士建設コンサルタント

委員 山下　敬吾 ㈱五星

委員 三枝　茂樹 事務局

3 企画部会
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部会長 大野　二郎 ㈱芙蓉コンサルタント

副部会長 水上　博史 ㈱和コンサルタント

副部会長 浅野　雄嗣 ㈱五星

副部会長 公文　高志 ㈱サン土木コンサルタント

委員 湯浅　喜久一 八千代エンジニヤリング㈱

委員 五藤　隆彦 ㈱東京建設コンサルタント

委員 廣瀬　尚二 大日本コンサルタント㈱

委員 直本　啓祐 川崎地質㈱

委員 有馬　賢一 ㈱パスコ

委員 中木　一文 ㈱基礎建設コンサルタント

委員 藤村　修作 南海測量設計㈱

4 技術部会 設計成果品質向上委員会

委員長 大野　二郎 （株）芙蓉コンサルタント

委員 岡本　定久 （株）四電技術コンサルタント

委員 柴垣　　博 （株）四電技術コンサルタント

委員 小川　　修 四国建設コンサルタント（株）

委員 福田　　茂 四国建設コンサルタント（株）

委員 明坂　宣行 （株）第一コンサルタンツ

委員 岡　　　潔 （株）第一コンサルタンツ

委員 楠本　雅博 （株）第一コンサルタンツ

委員 山本　治夫 （株）フジタ建設コンサルタント

委員 井内　浩明 （株）フジタ建設コンサルタント

委員 小西　　親 復建調査設計（株）

委員 松本　豊久 復建調査設計（株）

委員 浦嶋　義文 （株）エイト日本技術開発

委員 鈴木　　誠 （株）エイト日本技術開発

委員 佐伯　信哉 （株）荒谷建設コンサルタント

委員 藤本　秀貴 （株）荒谷建設コンサルタント

委員 金子　公玄 （株）荒谷建設コンサルタント

委員 泉田　克典 （株）芙蓉コンサルタント
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部会長 中山　　誠 復建調査設計㈱

副部会長 松本　祐一 ㈱松本コンサルタント

副部会長 藤田　和博 国際航業㈱

副部会長 吉原　　潔 ㈱エイト日本技術開発

委員 岡﨑　健二 ㈱建設環境研究所

委員 佐藤　至紀 ㈱ニュージェック

委員 白石　　央 ㈱荒谷建設コンサルタント

委員 木村　充宏 ㈱エス・ビー・シー

委員 水口　　覚 ㈱ティーネットジャパン

委員 祖母井　正博 ㈱ウエストコンサルタント

委員 岡林　　均 ㈱千代田コンサルタント

ICT専門委員会
委員長 後藤　良夫 ㈱四電技術コンサルタント

委員 加藤　公啓 復建調査設計㈱四国支社

委員 妹尾　正也 四国建設コンサルタント㈱

委員 松坂　禎浩 ㈱芙蓉コンサルタント

委員 酒井　寿彦 ㈱第一コンサルタンツ

5 資格・情報部会

　JCCAしこく／Vol.01



会社名 代表者 所在地 電話番号
ＦＡＸ番号

アジア航測㈱
四国支店

支店長
三木隆

〒760 ―0023
高松市寿町1―4 ―3

087 ―823 ―5555
087 ―823 ―5560

㈱荒谷建設コンサルタント
四国支社

支社長
白石央

〒790 ―0045
松山市余戸中2―1 ―2

089 ―973 ―2311
089 ―972 ―0026

いであ㈱
四国支店

専務執行役員支店長
工藤徳人

〒780 ―0053
高知市駅前町2―16 太陽生命高知ビル

088 ―820 ―7701
088 ―820 ―7702

㈱ウエスコ
四国支社

執行役員四国地区統括
川崎末和

〒761 ―8055
高松市紙町494

087 ―867 ―9123
087 ―868 ―3266

㈱ウエストコンサルタント
代表取締役

祖母井正博
〒790 ―0047
松山市余戸南1―20 ―33

089 ―974 ―3535
089 ―974 ―2228

㈱エイト日本技術開発
四国支社

執行役員四国支社長
辻和秀

〒790 ―0054
松山市空港通2―9 ―29

089 ―971 ―6511
089 ―973 ―3132

㈱エコー建設コンサルタント
代表取締役

齋藤恒範
〒770 ―0865
徳島市南末広町4―53

088 ―625 ―6066
088 ―625 ―6099

㈱エス・ビー・シー
代表取締役

木村充宏
〒779 ―3742
徳島県美馬市脇町字西赤谷1063 ―1

0883 ―52 ―1621
0883 ―52 ―1685

㈱愛媛建設コンサルタント
代表取締役

神野邦彦
〒790 ―0036
松山市小栗7―11 ―18

089 ―947 ―1011
089 ―941 ―8606

応用地質㈱
四国支社

執行役員四国支社長
大山洋一

〒791 ―8013
松山市山越4―4 ―33

089 ―925 ―9516
089 ―925 ―9582

㈱オリエンタルコンサルタンツ
四国支店

取締役執行役員四国支店長
﨑本繁治

〒760 ―0023
高松市寿町1―3 ― 2 高松第一生命ビル6F

087 ―821 ―4012
087 ―826 ―5251

㈱和コンサルタント
代表取締役

水上博史
〒770 ―0002
徳島市春日1―6 ―9

088 ―632 ―4330
088 ―632 ―4334

川崎地質㈱
四国支店

支店長
直本啓祐

〒791 ―8026
松山市山西町801 ―4

089 ―951 ―1630
089 ―953 ―1577

㈱基礎建設コンサルタント
代表取締役

中木一文
〒779 ―3120
徳島市国府町南岩延883 ―9

088 ―642 ―5330
088 ―642 ―4216

四 国 支 部 会 員 名 簿
平成30年2月1日現在 51社（五十音順）

JCCAしこく／Vol.01



会社名 代表者 所在地 電話番号
ＦＡＸ番号

基礎地盤コンサルタンツ㈱
四国支店

支店長 
樋口昭雄

〒791 ―8015
松山市中央1―11 ―20

089 ―927 ―5808
089 ―927 ―5812

㈱建設環境研究所
高松支店

支店長 
岡﨑健二

〒760 ―0068
高松市松島町1―13 ―10 カントビル5F

087 ―835 ―6908
087 ―835 ―6909

㈱建設技術研究所
四国支社

支社長 
三砂利明

〒760 ―0027
高松市紺屋町1―3 香川紺屋町ビル4F

087 ―823 ―5531
087 ―823 ―5532

構営技術コンサルタント㈱
代表取締役社長 

吉田幸男
〒780 ―0945
高知市本宮町105 ―23

088 ―850 ―0550
088 ―850 ―0551

国際航業㈱
西日本支社高松支店

支店長 
村上幸一

〒760 ―0078
高松市今里町2―19 ―7

087 ―834 ―7575
087 ―837 ―3805

国土防災技術㈱
 四国支店

支店長 
宮本卓也

〒771 ―0144
徳島市川内町榎瀬676 ―1

088 ―666 ―3232
088 ―666 ―3233

㈱五星
代表取締役会長 

浅野雄嗣
〒767 ―0011
三豊市高瀬町下勝間670 ―1

0875 ―72 ―4181
0875 ―72 ―3633

㈱サン土木コンサルタント
代表取締役社長 

公文高志
〒780 ―0066
高知市比島町4―6 ―33

088 ―824 ―1462
088 ―824 ―1461

㈱シアテック
代表取締役社長 

小西富士彦
〒792 ―0003
新居浜市新田町3―1 ―39 惣開ビル

0897 ―32 ―3937
0897 ―32 ―5979

四国建設コンサルタント㈱
代表取締役社長 

坂東武
〒771 ―1156
徳島市応神町応神産業団地3―1

088 ―683 ―3322
088 ―683 ―3323

㈱片平新日本技研
四国事務所

所長 
松井隆

〒770 ―0816
徳島市助任本町1―2 ―3

088 ―611 ―1261
088 ―611 ―1262

セントラルコンサルタント㈱
四国事務所

所長 
丸西義昭

〒780 ―0056
高知市北本町1―3 ― 1 鹿島高知営業所ビル

088 ―826 ―7383
088 ―826 ―7384

㈱相愛
代表取締役 

永野敬典
〒780 ―0002
高知市重倉266 ―2

088 ―846 ―6700
088 ―846 ―6711

㈱第一コンサルタンツ
代表取締役社長 

右城猛
〒781 ―5105
高知市介良甲828番地1

088 ―821 ―7770
088 ―821 ―7771
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会社名 代表者 所在地 電話番号
ＦＡＸ番号

大日本コンサルタント㈱
四国支店

執行役員支店長 
廣瀬尚二

〒760 ―0026
高松市磨屋町3―1 合田不動産磨屋町ビル2F

087 ―851 ―9292
087 ―851 ―9291

㈱ダイヤコンサルタント
四国支店

支店長 
渡部芳彦

〒790 ―0952
松山市朝生田町2―8 ―37

089 ―941 ―4855
089 ―932 ―1928

㈱地圏総合コンサルタント
四国支店

支店長 
高橋久彦

〒792 ―0001
新居浜市惣開町1―6

0897 ―33 ―3123
0897 ―37 ―1603

中央復建コンサルタンツ㈱
四国営業所

所長 
石本修

〒760 ―0023
高松市寿町1―2 ―5 井門高松ビル

087 ―825 ―5701
087 ―825 ―5702

㈱長大
高松支社

支社長 
笠井茂夫

〒761 ―0303
高松市六条町799 ―5

087 ―864 ―8715
087 ―864 ―8755

㈱千代田コンサルタント
四国事務所

所長 
照屋尚志

〒780 ―0022
高知市北秦泉寺190 ―10

088 ―826 ―8151
088 ―826 ―8152

㈱ティーネットジャパン
代表取締役社長 

中尾隆治
〒761 ―8081
高松市成合町930 ―10

087 ―886 ―8118
087 ―886 ―8137

㈱東京建設コンサルタント
四国支社

支社長 
五藤隆彦

〒760 ―0023
高松市寿町1―3 ― 2 高松第一生命ビルディング

087 ―821 ―2888
087 ―811 ―0010

南海測量設計㈱
代表取締役社長 

藤村修作
〒790 ―0964
松山市中村３丁目1―7

089 ―931 ―1212
089 ―931 ―7900

ニタコンサルタント㈱
代表取締役 

小笠義照
〒771 ―0122
徳島市川内町鈴江西38―2

088 ―665 ―5550
088 ―665 ―0115

日本工営㈱
四国支店

支店長 
飯沼達夫

〒760 ―0033
高松市丸の内4―4 四国通商ビル5F

087 ―811 ―2660
087 ―811 ―2665

㈱ニュージェック
四国支店

支店長 
佐藤至紀

〒760 ―0017
高松市番町4―15 ―5 新英ビル

087 ―834 ―7522
087 ―834 ―7523

パシフィックコンサルタンツ㈱
四国支社

支社長 
福井雅浩

〒760 ―0027
高松市紺屋町4―10 鹿島紺屋町ビル

087 ―851 ―5645
087 ―851 ―5673

㈱パスコ
香川支店

支店長 
有馬賢一

〒760 ―0055
高松市観光通2―2 ―15

087 ―833 ―1212
087 ―833 ―1219
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会社名 代表者 所在地 電話番号
ＦＡＸ番号

㈱福山コンサルタント
四国事務所

所長 
齋藤弘

〒760 ―0023
高松市寿町1―1 ―12

087 ―811 ―7120
087 ―811 ―7130

㈱富士建設コンサルタント
代表取締役 

岡兵典
〒798 ―0015
宇和島市和霊元町2―4 ―15

0895 ―25 ―3344
0895 ―25 ―3663

㈱フジタ建設コンサルタント
代表取締役 

藤田達也
〒771 ―0204
徳島県板野郡北島町鯛浜字原87―1

088 ―698 ―2155
088 ―698 ―2134

復建調査設計㈱
四国支社

常務執行役員四国支社長 
中山誠

〒760 ―0020
高松市錦町1―3 ―9

087 ―826 ―1911
087 ―826 ―1912

㈱芙蓉コンサルタント
代表取締役社長 

大野二郎
〒790 ―0063
松山市辻町2―38

089 ―924 ―1313
089 ―923 ―5717

㈱松本コンサルタント
代表取締役 

松本祐一
〒770 ―0811
徳島市東吉野町2―24 ―6

088 ―626 ―0788
088 ―622 ―1768

八千代エンジニヤリング㈱
四国統括事務所

所長 
高野浩二

〒760 ―0018
高松市天神前10 ―12 香川天神前ビル5F

087 ―800 ―7409
087 ―800 ―7412

㈱四電技術コンサルタント
代表取締役社長 

末澤等
〒761 ―0121
高松市牟礼町牟礼1007 ―3

087 ―845 ―8881
087 ―887 ―2205

㈱ワタリコンサルタント
代表取締役社長 

伊賀原稔房
〒787 ―0011
四万十市右山元町3―3 ―12 ―7

0880 ―34 ―3640
0880 ―34 ―2713
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編 集 後 記

　（一社）建設コンサルタンツ協会四国支部の支部だより「JCCAしこく」創刊号を
お届けさせていただきます。
　四国支部としての活動記録、対外広報、会員相互間の情報共有、一体感と連帯感
の醸成などを目的とした「支部だより」を年1回発刊しようと話し合ったのが、平
成27年9月の諮問委員会でした。
　その後、企画部会広報委員会の中に8名の委員よりなる「支部だより編集ワーキ
ンググループ」が組織され、平成29年4月の第1回ワーキンググループを皮切りに、
2ヶ月に1度のペースで編集会議を開催し、活発な議論を重ねて参りました。
　当初の予定通り3月に創刊号を発刊することができました。これもひとえにご多
忙の中、本誌にご執筆やお力添えをいただいた皆様のおかげであります。心より感
謝申し上げます。
　創刊号では、四国支部の組織を紹介した「こんにちはJCCAしこく」、四国各県の
土木遺産を紹介した記事を掲載しました。また、四国支部の会員会社を紹介するコー
ナーを設け、四国島内に本店がある会社から2社、四国外に本店がある会社から2社
に投稿をお願いしました。社名のあいうえお順に、これからも会員会社を紹介させ
ていただきます。
　平成30年7月に発刊する第2号からは、支部のトピックス、支部活動、四国支部
が主催する技術講習会やセミナーなども加え充実した内容にし、会員だけでなく日
頃お世話になっている国や地方公共団体の皆様にもお役に立つ内容にするよう努め
て参ります。何とぞ皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。
 （右城、岡、河野、田村、小川、織田、山下、藤本、三枝）
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